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一
、
は
じ
め
に

　

敗
戦
に
至
る
ま
で
の
教
育
制
度
の
中
で
「
国
語
」
は
「
国
民
精
神
ヲ
涵

養
」（「
中
学
校
規
程
」
第
三
条
、
昭（

一
九
四
三
）

和
十
八
年
三
月
二
日
・
文
部
省
令
第

二
号（

（
（

）
す
る
教
科
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
来
た
。
古
典
も
ま
た
そ
の
範

疇
に
位
置
付
け
ら
れ
、
戦
前
戦
時
下
に
於
い
て
は
国
民
精
神
昂
揚
の
手
段

と
し
て
の
一
翼
も
担
わ
さ
れ
て
い
た
。

　

敗
戦
後
の
古
典
教
育
は
そ
の
反
省
の
下
に
始
発
し
た
筈
だ
が
、
平（
一
九
八
九
）

成
元

年
版
の
「
学
習
指
導
要
領
」
以
来
、「
我
が
国
の
文
化
や
伝
統
に
つ
い
て

関
心
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
一
文
が
書
き
加
え
ら
れ
た（

（
（

。
こ
の

こ
と
は
古
典
研
究
の
領
域
に
お
い
て
「
民
族
」、「
伝
統
」、「
国
民
」
と
い

う
言
葉
の
後
ろ
盾
な
く
し
て
は
、
古
典
作
品
を
評
価
し
得
て
来
な
か
っ
た

こ
と
と
も
連
関
し
た
問
題
で
あ
ろ
う（
大
津
雄
一『『
平
家
物
語
』の
再
誕
』

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
一
三
年
）。

　

し
か
し
、
古
典
と
い
う
も
の
は
果
た
し
て
「
民
族
」、「
伝
統
」、「
国
民
」

と
い
っ
た
価
値
基
準
無
し
に
は
評
価
し
得
な
い
も
の
な
の
だ
ろ
う
か（

（
（

。
本

稿
で
は
古
典
教
材
と
し
て
の
説
話
に
注
目
し
、
南
方
熊
楠
の
説
話
学
を
手

掛
か
り
と
し
つ
つ
、
そ
の
価
値
の
再
検
討
を
試
み
た
い
。

二
、
古
典
教
育
の
史
的
展
開 

　
　
（
１
）
敗
戦
前
の
古
典
教
育

　

明（

一

八

九

〇

）

治
二
十
三
年
に
「
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
」
の
起
草
に
関
わ
り
、
明
治

二（
一
八
九
三
）

十
六
年
三
月
に
は
第
二
次
伊
藤
内
閣
に
於
い
て
文
部
大
臣
に
就
任
し
た

井
上
毅
は
、
学
制
改
革
を
行
っ
た
。

〈
1
〉
文
部
省
令
・
第
七
号
「
尋
常
中
学
校
ノ
学
科
及
其
程
度
ニ
関
シ
改

正
ス
ル
コ
ト
」（
明（

一

八

九

四

）

治
二
十
七
年
三
月
一
日
、
公
布（

（
（

）

古
典
教
材
と
し
て
の
説
話
の
価
値
の
再
検
討

─
南
方
熊
楠
の
説
話
学
を
手
掛
か
り
と
し
て
─

杉　

山　

和　

也
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一
、
国
語
漢
文
ノ
時
間
ヲ
増
シ
タ
ル
ハ
改
正
ノ
一
要
点
ト
ス
国
語
教

育
ハ
愛
国
心
ヲ
成
育
ス
ル
ノ
資
料
タ
リ
又
個
人
ト
シ
テ
其
ノ
思
想
ノ

交
通
ヲ
自
在
ニ
シ
日
常
生
活
ノ
便
ヲ
給
足
ス
ル
為
ノ
要
件
タ
リ
（
後

略
）

こ
の
改
定
に
よ
り
、
国
語
漢
文
の
教
授
時
数
の
配
当
が
五
年
間
で
計

三
十
五
時
間
と
、
そ
れ
ま
で
よ
り
も
十
五
時
間
も
増
加
し
て
お
り
、
時
の

文
部
省
が
国
語
と
い
う
教
科
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
そ
し

て
、
そ
の
国
語
な
る
教
科
は
「
愛
国
心
ヲ
生
育
ス
ル
ノ
資
料
タ
リ
」
と
い

う
位
置
付
け
が
為
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
鈴
木
二
千
六
も
既
に
指

摘
し
て
い
る
よ
う
に
「
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
」
の
意
を
帯
し
た
も
の
と
見

て
良
い
で
あ
ろ
う（

（
（

。

〈
2
〉「
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
」（
明（

一

八

九

〇

）

治
二
十
三
年
十
月
三
十
日
・
発
布（

（
（

）

学
ヲ
修
メ
業
ヲ
習
ヒ
以
テ
智
能
ヲ
啓
発
シ
徳
器
ヲ
成
就
シ
進
テ
公
益

ヲ
広
メ
世
務
ヲ
開
キ
常
ニ
国
憲
ヲ
重
シ
国
法
ニ
遵
ヒ
一
旦
緩
急
ア
レ

ハ
義
勇
公
ニ
奉
シ
以
テ
天
壤
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
ス
ヘ
シ
是
ノ
如
キ

ハ
独
リ
朕
カ
忠
良
ノ
臣
民
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
又
以
テ
爾
祖
先
ノ
遺
風

ヲ
顕
彰
ス
ル
ニ
足
ラ
ン

　

国
語
教
育
は
、
そ
の
後
も
「
愛
国
心
ヲ
生
育
ス
ル
ノ
資
料
」
と
し
て
の

位
置
付
け
を
逸
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
昭
和
期
に
入
る
と
、

さ
ら
に
そ
の
色
合
い
を
強
め
た
。
昭（
一
九
二
八
）

和
三
年
九
月
二
十
八
日
に
文
部
省
が

文
政
審
議
会
に
対
し
て
行
っ
た
次
の
諮
詢
で
は
、

〈
3
〉
諮
詢
第
十
一
号
「
中
学
教
育
改
善
ニ
関
ス
ル
要
項
」、「
第
三
左
ノ

旨
趣
ニ
依
リ
学
科
ノ
内
容
ヲ
改
善
ス
ル
コ
ト（

（
（

」

ロ　

国
語
漢
文
講
読
ノ
材
料
ニ
於
テ
従
来
ニ
比
シ
国
民
性
ノ
涵
養
ニ

資
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ヲ
一
層
多
カ
ラ
シ
メ
又
国
語
ニ
於
テ
ハ
従
来
近
古
文

ニ
止
メ
タ
ル
ヲ
簡
易
ナ
ル
中
古
文
及
上
古
文
ニ
モ
及
ホ
シ
（
後
略
）

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
次
の
資
料
に
、

〈
4
〉「
中
学
校
教
科
教
授
及
修
練
指
導
要
目
」（
昭（
一
九
四
三
）

和
十
八
年
三
月
二
十
五

日
・
公
布
）、「
国
民
科
国
語
」、「
教
育
方
針（

（
（

」

一
古
典
ト
シ
テ
ノ
国
文
ヲ
通
ジ
テ
皇
国
ノ
伝
統
ト
其
ノ
表
現
ト
ヲ
会

得
セ
シ
メ
国
民
生
活
ノ
発
展
ト
皇
国
文
化
ノ
創
造
ト
ニ
培
フ
ベ
シ

な
ど
と
見
え
る
よ
う
に
、「
皇
国
ノ
伝
統
ト
其
ノ
表
現
ト
ヲ
会
得
セ
シ
メ
」

る
上
で
の
「
古
典
」
の
重
要
性
が
説
か
れ
る
傾
向
が
強
く
な
る
。

　
　
（
２
）
敗
戦
後
の
古
典
教
育

　

敗
戦
後
、連
合
国
軍
最
高
司
令
部
に
よ
り
、日
本
の
教
育
に
つ
い
て
様
々

な
指
令
が
発
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

〈
5
〉「
日
本
教
育
制
度
ニ
対
ス
ル
管
理
政
策
」（
昭（
一
九
四
五
）

和
二
十
年
十
月
二
十
二

日
・「
連
合
国
軍
最
高
司
令
部
ヨ
リ
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
経
由
日
本
帝

国
政
府
ニ
対
ス
ル
覚
書
」）「
一
」、「
Ａ（

（
（

」

⑴　

軍
国
主
義
的
及
び
極
端
ナ
ル
国
家
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
ノ
普

及
ヲ
禁
止
ス
ル
コ
ト
、
軍
事
教
育
ノ
学
科
及
ビ
教
練
ハ
凡
テ
廃
止
ス

ル
コ
ト

さ
ら
に
、
昭（

一

九

四

八

）

和
二
十
三
年
六
月
十
九
日
に
は
「
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
」
が

廃
止
さ
れ
た
。「
国
民
精
神
ヲ
涵
養
」
す
る
と
い
う
大
義
を
失
っ
た
国
語

教
育
は
、
大
き
な
転
換
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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〈
6
〉
文
部
省
『
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
年
）
改
訂
版
・
高
等
学
校

中 

学 

校

学
習

指
導
要
領
・
国
語
科
編
（
試
案
）』（
北
陸
教
育
書
籍
、
一
九
五
一
年
）、「
ま

え
が
き
」、「
二　

国
語
科
は
ど
ん
な
方
向
に
進
ん
で
い
る
か
」

　

こ
れ
ま
で
の
国
語
教
育
、
こ
と
に
中
等
学
校
以
上
の
国
語
教
育
は
、

教
室
の
中
で
古
典
を
読
ん
だ
り
、
名
文
を
読
ん
だ
り
す
る
こ
と
を
お

も
な
仕
事
と
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
言
語
文
化
の
習
得
を
と
お
し
て
、

言
語
生
活
を
向
上
さ
せ
よ
う
と
ね
ら
っ
て
い
た
。（
中
略
）
ま
た
、

古
典
よ
り
も
現
代
文
学
の
ほ
う
が
生
徒
に
と
っ
て
興
味
も
あ
る
し
、

能
力
に
も
合
っ
て
い
る
か
ら
、
国
語
の
教
育
課
程
の
中
で
は
、
後
者

の
ほ
う
が
も
っ
と
重
要
な
地
位
を
占
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
け
れ
ど

も
古
典
の
学
習
指
導
を
捨
て
て
は
な
ら
な
い
。

敗
戦
前
に
於
い
て
は
「
皇
国
ノ
伝
統
ト
其
ノ
表
現
ト
ヲ
会
得
セ
シ
メ
」
る

上
で
重
視
さ
れ
て
い
た
古
典
も
、
そ
の
取
扱
い
の
比
重
は
、
そ
れ
ま
で
よ

り
も
軽
く
設
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
以
後
の
昭
和

期
の
学
習
指
導
要
領
に
於
い
て
は
、
国
や
国
民
と
い
っ
た
言
葉
と
絡
め
て
、

古
典
と
い
う
教
材
に
言
及
す
る
こ
と
は
、
避
け
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
も
見

え
る
。

〈
7
〉「
昭（

一

九

五

八

）

和
三
十
三
年
度
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
」（
昭（

一

九

五

八

）

和
三
十
三
年

十
月
施
行
）「
第
2
章　

各
教
科
」、「
第
1
節　

国
語
」、「
第
3　

指
導

計
画
作
成
お
よ
び
学
習
指
導
の
方
針（

（1
（

」

3　

読
み
物
は
、
文
学
作
品
に
片
寄
ら
な
い
で
、
広
く
各
種
の
も
の

に
わ
た
る
よ
う
に
す
る
。
な
お
、
古
典
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
な
も

の
に
適
宜
触
れ
さ
せ
、
古
典
に
対
す
る
関
心
を
も
た
せ
る
よ
う
に
留

意
す
る
。

〈
8
〉「
昭（

一

九

六

九

）

和
四
十
四
年
度
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
」（
昭（

一

九

七

二

）

和
四
十
七
年

四
月
施
行
）「
第
2
章　

各
教
科
」、「
第
1
節　

国
語
」、「
第
3　

指
導

計
画
の
作
成
と
各
学
年
に
わ
た
る
内
容
の
取
り
扱
い
」、「
4
」（

（1
（

（
3
）　

古
典
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
古
典
に
対
す
る
関
心
を
深
め
、

古
典
と
し
て
価
値
の
あ
る
古
文
と
漢
文
を
理
解
す
る
基
礎
を
養
う
よ

う
に
す
る
こ
と
。
そ
の
教
材
と
し
て
は
、
古
典
に
関
心
を
も
た
せ
る

よ
う
に
書
い
た
文
章
、
短
く
て
や
さ
し
い
文
語
文
や
格
言
・
故
事
成

語
、
お
よ
び
基
本
的
な
古
典
を
適
宜
用
い
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ

の
際
、
原
文
は
親
し
み
や
す
く
平
易
な
も
の
を
選
ぶ
よ
う
に
し
、
そ

れ
を
よ
く
理
解
さ
せ
る
た
め
に
、
現
代
語
訳
や
注
釈
を
つ
け
、
漢
文

に
お
い
て
は
書
き
下
し
文
を
併
用
す
る
な
ど
く
ふ
う
す
る
よ
う
に
す

る
こ
と
。
な
お
、
文
語
や
訓
点
の
き
ま
り
に
つ
い
て
は
、
教
材
を
読

む
の
に
必
要
が
あ
れ
ば
触
れ
る
程
度
に
と
ど
め
る
こ
と
。

〈
9
〉「
昭（

一

九

七

七

）

和
五
十
二
年
度
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
」（
昭（

一

九

八

一

）

和
五
十
六
年

四
月
施
行
）「
第
2
章　

各
教
科
」、「
第
1
節　

国
語
」「
第
3　

指
導
計

画
の
作
成
と
各
学
年
に
わ
た
る
内
容
の
取
扱
い
」、「
3
」（

（1
（

（
2
）　

古
典
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
古
典
に
対
す
る
関
心
を
深
め
、

古
文
と
漢
文
を
理
解
す
る
基
礎
を
養
う
よ
う
に
す
る
こ
と
。
そ
の
教

材
と
し
て
は
、
古
典
に
関
心
を
も
た
せ
る
よ
う
に
書
い
た
文
章
、
短

く
て
易
し
い
文
語
文
や
格
言
・
故
事
成
語
、
親
し
み
や
す
い
古
典
の

文
章
な
ど
を
適
宜
用
い
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

　

と
こ
ろ
が
平
成
に
入
る
と
、
古
典
に
つ
い
て
「
我
が
国
の
文
化
や
伝
統
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に
つ
い
て
関
心
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
」
と
い
う
一
文
が
書
き
加
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。

〈
10
〉「
平（
一
九
八
九
）

成
元
年
度
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
」（
平（
一
九
九
三
）

成
五
年
四
月
施
行
）

「
第
2
章　

各
教
科
」、「
第
1
節　

国
語
」、「
第
3　

指
導
計
画
の
作
成

と
内
容
の
取
扱
い
」、「
1
」（

（1
（

（
6
）　

古
典
の
指
導
に
つ
い
て
は
、
古
典
と
し
て
の
古
文
や
漢
文
を

理
解
す
る
基
礎
を
養
い
古
典
に
親
し
む
態
度
を
育
て
る
と
と
も
に
、

我
が
国
の
文
化
や
伝
統
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

そ
の
教
材
と
し
て
は
、
古
典
に
関
心
を
も
た
せ
る
よ
う
に
書
い
た
文

章
、
易
し
い
文
語
文
や
格
言
・
故
事
成
語
、
親
し
み
や
す
い
古
典
の

文
章
な
ど
を
生
徒
の
発
達
段
階
に
即
し
て
適
宜
用
い
る
よ
う
に
す
る

こ
と
。
な
お
、
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
音
読
な
ど
を
通
し
て
文
章
の

内
容
や
優
れ
た
表
現
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
鈴
木
二
千
六
は
次
の
よ
う
な
懸
念
を
示
し
て
い
る
。

〈
11
〉
鈴
木
二
千
六
『
古
典
教
育
の
史
的
展
開

─
教
育
制
度
か
ら
見
た

古
典
の
教
育

─
』（
近
代
文
藝
社
、一
九
九
四
年
、一
七
九
─
一
八
〇
頁
）

そ
の
際
、
最
も
注
意
が
必
要
な
の
は
、「
古
典
教
育
」
及
び
「
古
典
」

の
作
品
が
、
時
代
の
要
請
の
た
め
の
道
具
と
し
て
機
能
さ
せ
ら
れ
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
戦
後
教
育
の
中
で
、
お
ろ
そ
か

に
さ
れ
て
き
た
我
が
国
の
文
化
や
伝
統
を
見
直
す
た
め
に
、「
古
典

教
育
」
が
重
視
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
戦
前
戦
中

の
教
育
に
あ
っ
て
、
古
典
に
よ
る
「
国
民
精
神
ノ
涵
養
」
が
行
わ
れ

た
こ
と
と
、
同
じ
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

現
行
の
学
習
指
導
要
領
に
於
い
て
も
「
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
に
対
す
る

関
心
や
理
解
を
深
め
、そ
れ
ら
を
尊
重
す
る
」（「
中
学
校
学
習
指
導
要
領
」

（
平（
二
〇
〇
八
）

成
二
十
年
三
月
告
示
・
平（

二

〇

一

〇

）

成
二
十
二
年
十
一
月
一
部
改
正
）、
あ
る
い

は
「
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
」（「
高
等
学
校
学

習
指
導
要
領
」（
平（

二

〇

〇

九

）

成
二
十
一
年
三
月
告
示
・
古
典
Ａ
）
と
い
っ
た
文
言

が
並
ぶ
が
、
平
成
以
降
の
「
学
習
指
導
要
領
」
に
於
け
る
古
典
の
位
置
付

け
は
、
敗
戦
前
に
於
け
る
「
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
」
に
則
し
た
「
愛
国
心

ヲ
生
育
ス
ル
ノ
資
料
」
と
し
て
の
そ
れ
へ
逆
行
し
て
い
る
面
が
あ
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う（

（1
（

。
つ
ま
り
、
戦
後
の
国
語
教
育
は
「
愛
国
心

ヲ
生
育
ス
ル
」、「
国
民
精
神
ヲ
涵
養
」
か
ら
の
脱
却
を
目
指
す
と
こ
ろ
か

ら
始
発
し
た
も
の
の
、
翻
訳
文
学
な
ど
も
多
く
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
る

現
代
文
と
は
事
情
が
異
な
っ
て
か
、
古
典
に
つ
い
て
は
結
局
そ
こ
か
ら
脱

却
し
得
ず
、
敗
戦
前
と
異
な
る
教
材
価
値
を
見
出
し
得
て
こ
な
か
っ
た
と

い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

　

こ
れ
に
類
し
た
こ
と
は
、
実
は
古
典
研
究
の
領
域
に
於
い
て
も
起
き
て

い
る
。
戦
前
戦
時
に
お
い
て
国
民
道
徳
た
る
武
士
道
を
伝
え
る
も
の
と
し

て
国
家
権
力
に
利
用
さ
れ
た
古
典
作
品
に
『
平
家
物
語
』
を
始
め
と
す
る

軍
記
物
語
が
あ
っ
た
。
近
代
に
於
け
る
『
平
家
物
語
』
享
受
の
問
題
を
追

究
し
た
大
津
雄
一
『『
平
家
物
語
』
の
再
誕
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
、

二
〇
一
三
年
）
は
、
敗
戦
後
、
特
に
従
前
と
は
異
な
る
斬
新
な
作
品
論
が

展
開
さ
れ
る
わ
け
で
も
な
く
、
明
治
期
に
な
さ
れ
た
国
民
的
叙
事
詩
論
の

反
復
な
ど
、
敗
戦
前
に
行
わ
れ
て
い
た
作
品
論
が
反
復
さ
れ
る
と
い
う
現

象
が
起
き
た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
古
典
研
究
の
領



─ 57 ─

域
に
於
い
て
も
「
民
族
」、「
伝
統
」、「
国
民
」
と
い
う
言
葉
の
後
ろ
盾
な

く
し
て
は
、
古
典
作
品
を
評
価
し
得
て
来
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る（

（1
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、古
典
と
い
う
も
の
は
果
た
し
て「
民
族
」、「
伝
統
」、「
国

民
」
と
い
っ
た
価
値
基
準
な
し
に
は
評
価
し
得
な
い
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。

古
典
研
究
に
つ
い
て
も
古
典
教
育
に
つ
い
て
も
、
敗
戦
前
の
「
愛
国
心
ヲ

生
育
ス
ル
ノ
資
料
」
と
し
て
の
古
典
観
か
ら
脱
却
し
得
る
か
否
か
は
、
こ

の
点
に
こ
そ
掛
か
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
し
て
、
結
論
を
先
に
言
っ

て
し
ま
え
ば
、
稿
者
は
南
方
熊
楠
の
説
話
学
が
そ
う
し
た
古
典
観
か
ら
の

脱
却
の
一
つ
の
糸
口
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
以
下
、
説

話
に
関
す
る
研
究
が
日
本
で
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
始
め
た

二
十
世
紀
初
頭
の
研
究
動
向
を
簡
単
に
確
認
し
つ
つ
、
南
方
の
説
話
学
の

位
置
と
そ
の
価
値
に
つ
い
て
紹
介
し
、
検
討
を
し
て
行
き
た
い
。

三
、
説
話
学
の
黎
明
と
、
南
方
熊
楠
の
位
置 

　
　
（
１
）
説
話
と
は

　

本
題
に
入
る
前
に
学
術
用
語
と
し
て
の
説
話
に
つ
い
て
説
明
を
し
て
お

こ
う
。
説
話
と
言
え
ば
、
一
般
的
に
は
『
今
昔
物
語
集
』
や
『
宇
治
拾
遺

物
語
』
な
ど
が
「
説
話
集
」
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
「
説

話
集
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
が
「
説
話
」
で
あ
る
と
説
明
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
。
具
体
例
を
挙
げ
れ
ば
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
の
「
瘤
取

り
爺
」
や
「
雀
腰
折
れ
（
舌
切
り
雀
）」
な
ど
も
「
説
話
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
ら
の
説
話
は
、
近
現
代
に
於
い
て
教
科
書
に
も
採
ら
れ
る

こ
と
の
あ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
口
頭
で
伝
わ
る
昔
話
と
し
て
も
知
ら
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
「
瘤
取
り
爺
」
の
話
に
注
目
し
て
み

た
い
。
あ
ら
す
じ
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〈
12
〉
あ
ら
す
じ
「
瘤
取
り
爺
」（『
宇
治
拾
遺
物
語
』
第
三
話
に
拠
る
）

　

昔
、
右
頬
に
大
き
な
瘤
の
あ
る
お
爺
さ
ん
が
い
た
。
あ
る
日
、
木

を
伐
る
た
め
に
山
へ
行
き
、
雨
風
の
た
め
に
帰
れ
な
く
な
っ
た
。
木

の
空
洞
で
休
ん
で
い
る
と
、
鬼
の
群
衆
が
や
っ
て
き
て
宴
会
を
始
め

た
。
お
爺
さ
ん
は
そ
こ
に
躍
り
出
て
鬼
た
ち
の
前
で
舞
を
披
露
し
た

と
こ
ろ
、
鬼
た
ち
が
こ
れ
を
大
変
喜
ん
だ
。
宴
会
の
折
に
再
び
舞
い

に
来
さ
せ
る
た
め
に
、
鬼
た
ち
は
お
爺
さ
ん
の
瘤
を
担
保
と
し
て
捻

り
取
り
、暁
に
な
っ
て
去
っ
て
行
っ
た
。お
爺
さ
ん
は
瘤
が
無
く
な
っ

た
こ
と
を
喜
ん
で
家
に
帰
り
、
妻
に
こ
の
こ
と
を
語
っ
た
。

　

さ
て
、
隣
の
お
爺
さ
ん
に
は
左
頬
に
瘤
が
あ
っ
た
。
話
を
聴
い
て

自
分
も
同
じ
よ
う
に
瘤
を
取
ろ
う
と
、
木
の
空
洞
で
待
つ
と
、
鬼
た

ち
が
や
っ
て
き
て
宴
会
を
し
た
。
鬼
た
ち
の
求
め
に
応
じ
て
、
お
爺

さ
ん
が
舞
を
披
露
す
る
が
、
こ
れ
が
大
変
下
手
で
あ
っ
た
。
鬼
た
ち

は
興
ざ
め
し
て
「
瘤
は
返
す
」
と
瘤
を
付
け
ら
れ
て
、
左
右
の
頰
に

瘤
の
付
い
た
お
爺
さ
ん
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

他
人
を
羨
む
よ
う
な
こ
と
は
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

よ
く
知
ら
れ
た
話
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
「
瘤
取
り
爺
」
に
よ
く
似
た
話

は
世
界
中
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
次
の
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
民

話
が
挙
げ
ら
れ
る
。

〈
13
〉
あ
ら
す
じ
「
ノ
ッ
ク
グ
ラ
フ
ト
ン
の
伝
説（

（1
（

」

　

昔
、
ノ
ッ
ク
グ
ラ
フ
ト
ン
と
い
う
村
に
、
ラ
ズ
モ
ア
と
い
う
背
中
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に
瘤
の
あ
る
男
が
い
た
。
彼
は
陽
気
で
音
楽
の
才
が
あ
り
人
々
に
好

か
れ
て
い
た
。
あ
る
日
、
堀
の
土
手
で
眠
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
水
面

か
ら
妖
精
た
ち
の
歌
声
が
聞
こ
え
て
き
た
。「
月
曜
日
、
火
曜
日
」

と
い
う
歌
詞
を
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
彼
は
調
子
を
合
わ
せ
て
「
そ

し
て
、
水
曜
日
も
」
と
歌
っ
た
。
す
る
と
、
妖
精
た
ち
は
彼
を
堀
の

底
に
あ
る
大
広
間
へ
と
運
び
込
ん
だ
。
彼
ら
は
そ
こ
で
踊
っ
た
り

歌
っ
た
り
し
て
い
た
。
妖
精
た
ち
は
ラ
ズ
モ
ア
の
歌
を
気
に
入
り
、

バ
タ
ー
で
で
き
た
ノ
コ
ギ
リ
で
彼
の
瘤
を
切
り
落
と
し
た
。
沢
山
の

も
て
な
し
の
後
で
、
妖
精
た
ち
の
宴
は
終
り
、
ラ
ズ
モ
ア
は
眠
っ
た
。

起
き
て
み
る
と
彼
は
ま
た
堀
の
外
の
土
手
の
上
に
い
た
。
瘤
が
無
く

な
っ
た
こ
と
を
喜
び
、
近
所
の
人
に
こ
の
こ
と
を
語
っ
た
。

　

さ
て
、
村
に
は
も
う
一
人
、
背
中
に
瘤
を
持
っ
た
男
が
い
た
。

ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
デ
ン
と
い
う
な
ら
ず
者
で
皆
か
ら
嫌
わ
れ
て
い
た
。

彼
は
嫉
妬
深
い
母
親
の
助
言
に
よ
り
、
ラ
ズ
モ
ア
を
真
似
て
堀
の
そ

ば
で
横
た
わ
っ
た
。
妖
精
た
ち
が
「
月
曜
日
、
火
曜
日
、
そ
し
て
水

曜
日
も
」
と
歌
う
の
耳
に
し
て
、
彼
は
調
子
も
合
わ
せ
ず
に
「
木
曜

日
、
金
曜
日
、
土
曜
日
、
日
曜
日
」
と
、
わ
め
い
た
。
彼
は
堀
の
中

に
運
ば
れ
、
恐
ろ
し
い
顔
つ
き
の
妖
精
た
ち
に
囲
ま
れ
た
。
妖
精
た

ち
は
ラ
ズ
モ
ア
の
瘤
を
彼
の
背
中
の
上
に
載
せ
、
蜜
蝋
の
よ
う
に
堅

く
こ
れ
を
接
着
し
た
。
そ
し
て
翌
朝
、
背
中
に
二
つ
の
瘤
を
付
け
た

マ
デ
ン
が
地
上
に
い
る
の
を
母
親
が
発
見
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
嫉
妬
と
品
行
の
悪
さ
の
報
い
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
瘤
取
り
爺
」
に
良
く
似
た
話
は
、
朝
鮮
半
島
や
中
国
、
モ

ン
ゴ
ル
、
ト
ル
コ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
世
界
中
に
見
受
け
ら
れ
、『
グ

リ
ム
童
話
』
に
も
類
話
「
小
び
と
の
贈
り
物
」（K

H
M

182

）
が
載
っ
て

い
る（

（1
（

。「
説
話
」
と
は
、
口
頭
で
語
ら
れ
る
「
は
な
し
」
と
い
う
程
度
の

意
味
の
言
葉
で
あ
る（

（1
（

。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
説
話
の
中
に
は
、
不
思
議
と

世
界
中
に
類
似
し
た
も
の
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
「
説
話
」
と
い
う
言
葉
は
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
学

術
用
語
と
し
て
定
着
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
説
話
」
と
い
う
言
葉
を
学

術
用
語
と
し
て
い
ち
早
く
用
い
て
、
そ
の
定
着
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
人
物
と
し
て
、
神
話
学
者
の
高た
か

木き

敏と
し

雄お

が
居
る
が
、

彼
は
ド
イ
ツ
語
の
「
メ
ー
ル
ヘ
ン
（M

ärchen

）」
の
訳
語
と
し
て
、「
説

話
」
も
し
く
は
「
遊
離
説
話
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
た
。
そ
し
て
そ

の
特
徴
と
し
て
は
、
極
め
て
理
解
し
や
す
く
、
そ
し
て
記
憶
し
や
す
い
の

で
、
宗
教
、
信
仰
の
違
い
に
関
わ
ら
ず
世
界
中
の
あ
ら
ゆ
る
人
に
言
い
伝

え
ら
れ
る
も
の
で
、
至
る
所
に
伝
播
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
つ
ま
り
こ
う
し
た
説
話
の
中
に
は
、
そ
の
簡
明

さ
故
に
、
記
憶
し
や
す
さ
故
に
、
世
界
各
地
に
伝
わ
っ
て
い
っ
た
も
の
が

含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
２
）
説
話
学
の
勃
興
と
芳
賀
矢
一

　

日
本
で
は
一
九
〇
〇
年
代
か
ら
説
話
を
研
究
す
る
こ
と
が
盛
ん
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
具
体
的
に
は
例
え
ば
、
近
代
的
な
国
文
学
研
究
の
樹

立
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
国
語
教
育
に
も
多
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
た
芳
賀
矢
一
や
、
先
程
少
し
名
前
の
挙
が
っ
た
高
木
敏
雄
、
そ
し
て
後
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に
日
本
民
俗
学
を
樹
立
す
る
柳
田
国
男
な
ど
も
積
極
的
に
研
究
を
行
う
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
南
方
熊
楠
も
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
か
ら
説

話
学
の
領
域
に
対
す
る
関
心
を
よ
り
深
め
、
熱
心
に
研
究
に
取
り
組
ん
で

行
く
よ
う
に
な
る（

（2
（

。

　

さ
て
、
こ
こ
で
日
本
の
説
話
学
勃
興
期
に
活
躍
し
た
研
究
者
の
中
で
も
、

特
に
重
要
な
人
物
と
し
て
芳
賀
矢
一
に
注
目
を
し
て
お
き
た
い
。
芳
賀
が

説
話
を
研
究
対
象
と
し
て
扱
っ
た
論
は
、
ド
イ
ツ
留
学
前
か
ら
存
在
す
る

が
、
特
に
帰
国
後
に
多
く
見
ら
れ
る
。「
地
名
伝
説
に
つ
い
て
」（『
史
学

雑
誌
』
第
十
六
編
第
六
号
・
第
十
号
、
明（

一

九

〇

五

）

治
三
十
八
年
六
月
・
十
月
）
や

「
今
昔
物
語
中
の
犬
」（『
帝
国
文
学
』
第
十
六
巻
第
一
、
明（

一

九

一

〇

）

治
四
十
三
年

一
月
）
な
ど
、
伝
説
や
迷
信
、
諺
と
い
っ
た
口
碑
文
芸
を
扱
っ
た
論
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、帰
国
の
翌
年
か
ら
は
東
京
帝
国
大
学
で「
日

本
国
民
伝
説
史
」（
明（

一

九

〇

六

）

治
三
十
九
年
九
月
─
明（
一
九
〇
七
）

治
四
十
年
七
月
）
と
題
し

た
講
義
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
さ
ら
に
、
明（

一

九

〇

五

）

治
三
十
八
年
十
一
月
に
は
、

文
部
省
普
通
学
務
局
が
日
本
全
国
の
口
頭
伝
承
を
収
集
す
る
べ
く
「
童
話

伝
説
俗
謡
等
調
査
」
と
い
う
調
査
を
実
施
し
て
、
童
話
・
伝
説
・
俗
謡
な

ど
を
各
府
県
に
報
告
さ
せ
て
い
る
が
、
実
は
こ
の
企
画
の
提
案
・
調
査
に

も
、
芳
賀
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
芳
賀
の
説

話
学
は
国
家
事
業
と
も
な
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
芳
賀
が
自
身
の
研
究
の
大
目
的
と
し
て
掲
げ
て
い
た
の
は
、

次
の
資
料
の
言
葉
に
も
見
て
取
れ
る
よ
う
に
、
国
民
の
特
性
を
知
る
こ
と

に
こ
そ
あ
っ
た
。

〈
14
〉
芳
賀
矢
一
「
国
学
と
は
何
ぞ
や
（
承
前
）」（『
國
學
院
雑
誌
』
第
十

巻
第
二
、
明（

一

九

〇

四

）

治
三
十
七
年
二
月
）

国
民
の
特
性
を
知
る
と
い
ふ
の
が
、
国
学
者
の
大
目
的
文
献
学
者
の

大
目
的
に
な
る
の
で
あ
り
ま
す
。

芳
賀
の
代
表
的
な
著
作
に
『
国
民
性
十
論
』（
冨
山
房
、
明（
一
九
〇
七
）

治
四
十
年
）

が
あ
る
が
、
こ
の
志
向
は
芳
賀
の
説
話
学
に
於
い
て
も
貫
か
れ
て
い
た
。

〈
15
〉
芳
賀
矢
一「
日
本
童
話
の
淵
源（
承
前
）」（『
教
育
』
第
五
号
、
明
治

三（
一
九
〇
〇
）

十
三
年
七
月
）

淵
源
す
る
と
こ
ろ

0

0

0

0

0

0

0

、
遠
く
神
代
に
発
し

0

0

0

0

0

0

0

、
印
度
支
那
の
伝
説
を
交
ふ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

る
と
雖

0

0

0

、
代
々
の
変
更
を
経
て

0

0

0

0

0

0

0

0

、
全
く
国
民
の
家
庭
に
同
化
せ
ら
れ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

た
り

0

0

。
全
国
行
は
れ
ざ
る
隅
な
く

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
既
往
百
千
年

0

0

0

0

0

、
日
本
の
国
土
に

0

0

0

0

0

0

生
れ
し
幾
億
万
の
民
衆
は

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
悉
く
ま
づ
こ
の
文
学
に
養
育
せ
ら
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。

其
中
に
道
義
あ
れ
ど
も

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
道
義
は
其
目
的
に
あ
ら
ず

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
秩
序
な
く
、

0

0

0

00

条
理
な
く

0

0

0

0

、
何
等
の
理
由
な
く
し
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
趣
味
饒
多
な
る
こ
と
又
他
の

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

文
学
の
及
び
易
か
ら
ざ
る
と
こ
ろ
な
り

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

。
我
国
一
切
の
童
話
を
網
羅

し
、
之
を
研
究
し
、
殊
に
他
国
の
童
話
と
比
較
せ
ん
は
、
如
何
ば
か

り
興
味
あ
ら
ん
事
業
ぞ
。

説
話
を
国
民
的
な
も
の
と
捉
え
、
他
国
の
説
話
と
の
比
較
研
究
を
通
し
て
、

純
粋
に
日
本
的
な
特
色
を
抽
出
し
よ
う
と
い
う
志
向
が
芳
賀
の
説
話
学
に

は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
国
文
学
者
と
し
て
こ
の
よ
う
な
説
話
学
を
実
践
し
て
い
た
芳
賀

で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
他
方
で
彼
は
国
語
教
育
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
し
た
芳
賀
は
、
第
一
期
国
定
教
科
書
で
あ

る
『
高
等
小
学
読
本
』（
明（

一

九

〇

三

）

治
三
十
六
年
）
の
編
集
顧
問
の
一
人
と
し
て
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名
を
連
ね
て
い
る
。
さ
ら
に
、
明（

一

九

〇

八

）

治
四
十
一
年
に
は
、
義
務
教
育
期
間
が

四
年
か
ら
六
年
に
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、新
た
な
『
尋
常
小
学
読
本
』

が
編
纂
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
芳
賀
は
三
土
忠
造
、
乙
竹
岩
造
と
と
も
に

起
草
委
員
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
第
二
期
国
定
の
こ
の
教
科
書
は
「
ハ
タ

タ
コ
」
読
本
と
通
称
さ
れ
、
明（

一

九

一

〇

）

治
四
十
三
年
か
ら
大（
一
九
一
七
）

正
六
年
ま
で
使
用
さ

れ
た
。
当
教
科
書
は
次
の
資
料
に
も
言
及
が
あ
る
よ
う
に
、
第
一
期
国
定

教
科
書
『
尋
常
小
学
読
本
』（
通
称
「
イ
エ
ス
シ
」
読
本
）
と
比
較
す
る
と
、

新
た
に
「
桃
太
郎
」「
花
咲
爺
」
な
ど
の
説
話
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
、
特
徴
の
一
つ
と
し
て
指
摘
で
き
る
。

〈
16
〉
文
部
省
『
修
正
国
定
教
科
書
編
纂
趣
意
書
』
第
一
篇
（
明（

一

九

一

〇

）

治
四
十
三

年
、
二
十
─
二
十
一
頁
）

多
ク
ノ
国
民
的
童
話
・
伝
説
を
加
へ
タ
ル
コ
ト
モ
亦
新
読
本
ノ
一
特

色
ト
ス
ル
所
ナ
リ
。
第
一
巻
ヨ
リ
桃
太
郎
・
猿
蟹
合
戦
・
牛
若
弁
慶
・

瘤
取
、
餅
ノ
的
、
天
神
様
・
花
咲
爺
・
野
見
宿
禰
・
義
家
・
浦
島
太

郎
・
仁
田
四
郎
・
因
幡
ノ
白
兎
、
那
須
与
一
・
小
子
部
螺
贏
、
鵯
越

の（

マ

マ

）

坂
落
し
、
天
岩
戸
・
釜
盗
人
等
、
人
口
ニ
膾
炙
シ
テ
趣
味
ア
ル
説

話
ヲ
加
入
シ
タ
リ
。

こ
の
方
針
に
は
芳
賀
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
芳
賀
は
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（2
（

。

〈
17
〉
芳
賀
矢
一
「
国
語
読
本
編
纂
に
つ
き
て
」（『
北
海
之
教
育
』
第

二
三
一
号
、
明（

一

九

一

二

）

治
四
十
五
年
四
月
）

国
語
教
育
は
語
法
教
育
と
な
り
て
は
な
ら
ぬ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
趣
味
を
覚
え
さ
せ
ね

0

0

0

0

0

0

0

0

ば
な
ら
ぬ

0

0

0

0

、
国
民
的
精
神
を
養
ふ
の
が
最
も
肝
要
で
あ
る

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
伝
説
趣

0

0

0

味
を
吹
き
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
随
て
理
解
的
な
る
を
避
け
た
、

文
章
に
於
て
も
変
化
を
多
く
し
よ
う
と
試
み
趣
味
を
加
へ
た
、

つ
ま
り
こ
こ
で
、
教
材
と
し
て
の
説
話
は
、
ま
さ
し
く
「
愛
国
心
ヲ
生
育

ス
ル
ノ
資
料
」
に
連
な
る
位
置
付
け
が
為
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の

こ
と
は
国
民
の
特
性
の
抽
出
に
主
眼
の
あ
っ
た
芳
賀
自
身
の
説
話
学
の
在

り
方
と
も
連
動
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
　
（
３
）
南
方
熊
楠
の
説
話
学
と
、
そ
の
可
能
性

　

他
方
で
稿
者
が
注
目
を
し
て
お
き
た
い
説
話
学
者
と
し
て
南
方
熊
楠
が

い
る（

（2
（

。
芳
賀
の
説
話
学
は
国
文
学
研
究
に
も
、
国
語
教
育
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
南
方
は
飽
く
ま
で
も
在
野
の
研
究

者
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
影
響
を
後
世
に
残
さ
な
か
っ
た
と
い
う
面
で
対

照
的
な
存
在
で
あ
り
、
現
代
に
於
い
て
も
、
そ
の
再
評
価
は
充
分
と
は
言

え
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

南
方
の
説
話
学
の
特
徴
は
、
地グ
ロ
ー
バ
ル

球
的
な
視
座
の
下
に
異
な
る
地
域
で
語

ら
れ
る
説
話
に
つ
い
て
、
ど
の
程
度
の
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
か
と
い
う

こ
と
を
重
視
し
て
い
た
点
に
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
南
方
は
説
話
の
研
究
方

法
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

〈
18
〉
南
方
熊
楠
「
西
暦
九
世
紀
の
支
那
書
に
載
た
る
「
シ
ン
ダ
レ
ラ
」

物
語
（
異
れ
る
民
族
間
に
存
す
る
類
似
古
話
の
比
較
研
究
）」『
東
京
人
類

学
雑
誌
』
第
二
十
六
巻
第
三
〇
〇
号
、
明（

一

九

一

一

）

治
四
十
四
年
三
月（

（2
（

古
話
に
其
土
特
有
の
者
と
、
他
邦
よ
り
伝
来
の
者
と
有
り
、
又
古
く

各
民
族
未
だ
分
立
せ
ざ
り
し
時
代
、
既
に
世
に
存
せ
し
と
覚
し
く
、
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広
く
諸
方
に
弘
通
さ
れ
居
た
る
者
有
り
。
一
々
之
を
識
別
す
る
は
、

十
分
材
料
を
集
め
、整
理
研
究
せ
る
後
な
ら
で
叶
は
ぬ
事
也
。（
中
略
）

古
話
に
於
て
も
、
記
録
せ
る
時
代
の
先
後
は
、
必
し
も
其
話
が
出
来

せ
し
早
晩
と
偕
は
ず
、
併
ら
、
斉
し
く
文
筆
の
用
を
知
居
た
る
諸
国

民
に
就
て
、
同
種
古
話
の
記
録
の
先
後
と
、
類
似
せ
る
諸
点
の
多
寡

を
察
す
れ
ば
、
大
要
其
譚
の
、
先
つ
て
何
れ
の
国
に
専
ら
行
は
れ
出

た
る
を
知
る
に
難
か
ら
じ
、

つ
ま
り
例
え
ば
「
瘤
取
り
爺
」
と
「
ノ
ッ
ク
グ
ラ
フ
ト
ン
」
で
あ
れ
ば
、

瘤
と
い
う
要
素
や
、
他
人
の
真
似
を
し
て
瘤
を
取
っ
て
貰
お
う
と
し
た
人

物
が
後
半
で
失
敗
す
る
点
な
ど
、
こ
う
し
た
類
似
性
が
ど
の
程
度
か
を
分

析
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
実
際
、
南
方
の
説
話

に
関
す
る
代
表
的
な
論
考
の
多
く
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
の
東
西
の
異
な

る
地
域
、
民
族
、
文
化
間
に
認
め
ら
れ
る
説
話
や
習
俗
、
信
仰
の
類
似
性

や
相
似
性
に
鋭
く
着
眼
し
て
、
そ
の
諸
相
を
追
究
し
た
も
の
で
あ
り
、

〈
18
〉
の
論
考
で
も
、
欧
米
で
よ
く
知
ら
れ
る
シ
ン
デ
レ
ラ
の
物
語
が
、

唐
代
の
中
国
の
書
物
『
酉ゆ
う

陽よ
う

雑ざ
っ

俎そ

』
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、

類
似
点
の
分
析
を
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

　

明（

一

九

〇

八

）

治
四
十
一
年
に
発
表
し
た
論
考
「
大
日
本
時
代
史
に
載
す
る
古
話
三

則
」
で
、
こ
う
し
た
類
話
に
つ
い
て
南
方
は
、
時
代
や
地
域
に
関
わ
ら
ず
、

人
間
と
し
て
の
心
理
の
在
り
方
が
似
通
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
人
間
の

発
想
に
は
限
界
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
、
民
族
、
文
化
が
異
な
っ
て

も
、
説
話
や
習
俗
、
信
仰
に
類
似
性
や
相
似
性
、
な
い
し
同
一
性
が
認
め

ら
れ
る
場
合
が
あ
る
の
だ
と
説
い
て
い
る
の
で
あ
る（

（2
（

。

　

実
は
、
こ
う
し
た
南
方
に
よ
る
類
似
性
に
着
目
し
た
説
話
学
の
成
果
は
、

当
時
に
あ
っ
て
も
現
代
に
あ
っ
て
も
日
本
で
は
特
異
な
位
置
を
占
め
て
い

る
。
例
え
ば
、
先
程
か
ら
述
べ
て
き
た
芳
賀
な
ど
は
、
説
話
の
比
較
を
通

し
て
日
本
人
の
国
民
性
、
つ
ま
り
日
本
民
族
に
認
め
ら
れ
る
固
有
性
や
特

殊
性
の
抽
出
と
い
う
こ
と
に
か
な
り
大
き
な
関
心
が
あ
っ
た
し
、
柳
田
国

男
も
「
小
生
は
も
っ
ぱ
ら
日
本
に
て
い
か
な
る
変
形
を
閲
せ
し
か
を
明
ら

か
に
し
た
く
考
え
お
り
候
」（
明（

一

九

一

一

）

治
四
十
四
年
十
月
一
日
付
、
南
方
宛
書

簡（
（2
（

）
な
ど
と
し
て
、
そ
も
そ
も
国
際
的
比
較
研
究
を
放
棄
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
芳
賀
や
柳
田
な
ど
の
説
話
学
は
、
他
国
の
そ
れ
と
の
類

似
性
に
着
目
す
る
も
の
で
は
な
く
、
日
本
国
、
日
本
民
族
の
間
で
語
ら
れ

る
説
話
の
特
殊
性
、
固
有
性
と
い
う
も
の
を
抽
出
す
る
志
向
の
強
い
も
の

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
翻
っ
て
古
典
教
材
と
し
て
の
説
話
に
つ
い
て
も
、
現
行
の
学
習
指

導
要
領
に
則
れ
ば
「
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
に
対
す
る
関
心
や
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ら
を
尊
重
す
る
」（「
中
学
校
学
習
指
導
要
領
」（
平（
二
〇
〇
八
）

成
二
十
年

三
月
告
示
・
平（

二

〇

一

〇

）

成
二
十
二
年
十
一
月
一
部
改
正
））
上
で
の
教
材
と
い
っ

た
把
握
と
位
置
付
け
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
説
話
の
把
握
と

位
置
付
け
は
芳
賀
や
柳
田
の
説
話
学
の
志
向
と
も
響
き
合
う
も
の
と
言
え

る
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
例
え
ば
、
先
に
紹
介
し
た
「
瘤
取
り
爺
」
や
「
ノ
ッ
ク

グ
ラ
フ
ト
ン
」
の
話
を
見
た
時
、
こ
う
し
た
観
点
で
の
み
日
本
の
説
話
を

捉
え
る
こ
と
に
、
ど
こ
ま
で
の
妥
当
性
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
説

話
は
、
国
や
民
族
、
宗
教
、
言
語
も
越
え
て
、
世
界
的
な
広
が
り
を
見
せ
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て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
説
話
に
は
、
国
や
民
族
、
宗
教
に
関

わ
ら
ず
人
間
に
は
類
似
性
や
相
似
性
が
備
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
の
自

覚
を
促
し
、
ま
た
文
化
的
他
者
に
対
す
る
興
味
関
心
や
理
解
を
促
す
教
材

と
し
て
の
価
値
や
魅
力
も
秘
め
ら
れ
て
い
る
筈
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し

た
が
っ
て
、
説
話
の
類
似
性

0

0

0

に
着
目
し
た
南
方
の
説
話
学
は
、
国
語
教
育

に
お
け
る
古
典
教
材
と
し
て
の
説
話
の
扱
い
に
つ
い
て
も
、
新
た
な
可
能

性
を
も
た
ら
し
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
稿
者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

四
、
古
典
教
材
と
し
て
の
説
話
の
価
値
を
見
直
す

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
南
方
の
説
話
学
の
よ
う
に
異
な
っ
た
国
や
民
族
、
宗

教
の
人
々
と
類
似
し
た
説
話
を
共
有
し
て
い
る
と
い
う
点
に
着
目
し
、
人

類
学
的
な
志
向
の
も
と
に
古
典
教
材
が
扱
わ
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
全

く
な
か
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
訳
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
管
見

で
は
次
の
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

〈
19
〉「
四　

鬼
に
こ
ぶ
取
ら
る
る
こ
と　

宇
治
拾
遺
物
語
」
文
部
省
『
中

等
国
語
二
（
3
）』
昭（

一

九

四

七

）

和
二
十
二
年
十
二
月

わ
れ
〳
〵
が
幼
い
こ
ろ
か
ら
聞
き
な
じ
ん
だ
な
つ
か
し
い
お
と
ぎ
話

は
、
一
体
い
つ
ご
ろ
の
話
な
の
で
あ
ろ
う
か
、
ど
ん
な
に
し
て
伝
え

ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
が
ふ
と
起
る
。（
中
略
）「
こ

ぶ
と
り
」
の
話
は
、
日
本
の
童
話
に
伝
わ
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、

調
べ
て
み
る
と
、
朝
鮮
や
中
国
の
童
話
に
も
あ
り
、
更
に
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
国
々
に
も
あ
る
と
い
う
こ
と
は
お
も
し
ろ
い
。
楽
し
く
聞
き
流

し
て
し
ま
う
お
と
ぎ
話
も
、
調
べ
て
み
る
と
い
ろ
〳
〵
興
味
の
あ
る

問
題
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
も
う
一
度
昔
話
を
読
ん

で
み
よ
う
。

右
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
所
収
の
「
瘤
取
り
爺
」
の
話
の
直
前
に
置
か
れ

た
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
は
戦
後
国
語
教
育
の
始
発
期
に
な
さ
れ
た
「
愛
国

心
ヲ
生
育
ス
ル
ノ
資
料
」
と
し
て
の
古
典
教
材
観
か
ら
の
脱
却
の
試
み
と

し
て
大
い
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
実
際
の
教
育

現
場
に
於
い
て
、
南
方
の
説
話
学
の
よ
う
な
志
向
の
も
と
に
、
古
典
教
材

と
し
て
の
説
話
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
、
決
し
て
無
理
な
話
で
は
な
い
の

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
「
調
べ
て
み
る
と
」
と
い
う
言
葉
が
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
と
違
っ
て
現
代
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
を
活

用
し
た
授
業
を
行
う
こ
と
も
で
き
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
調
べ
物
学
習
に

よ
り
好
適
な
題
材
と
も
な
り
得
る
こ
と
で
あ
ろ
う（

（2
（

。

　

さ
ら
に
付
け
加
え
て
お
け
ば
、
こ
の
よ
う
に
世
界
的
に
類
話
の
分
布
を

見
る
説
話
は
、
決
し
て
「
瘤
取
り
爺
」
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
の
古
典

の
中
に
も
た
く
さ
ん
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
戦
後
の
教
科
書
の
幾

つ
か
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
、『
竹
取
物
語
』
と
も
関
わ
る
〈
羽
衣
〉
伝
承

も
あ
る（

（2
（

。
こ
れ
も
ま
た
南
方
の
説
話
学
の
よ
う
な
志
向
の
も
と
に
取
り
扱

う
教
材
と
し
て
は
格
好
の
も
の
と
な
り
得
よ
う
。
ま
た
こ
の
他
に
も
、
鼠

の
嫁
入
り
説
話
、
歌
い
骸
骨
譚
、
月
の
鼠
説
話
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
志
向

の
も
と
に
取
り
上
げ
る
に
好
適
な
説
話
は
無
数
に
存
在
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
南
方
の
説
話
学
の
よ
う
な
志
向
の
も
と
に
教
材
の
取
捨
選
択
を
し
直

し
、
敗
戦
前
と
は
異
な
る
新
た
な
古
典
教
育
の
在
り
方
を
実
践
し
、
切
り

拓
い
て
行
く
と
い
う
こ
と
は
、
決
し
て
不
可
能
な
話
で
は
な
い
筈
だ
と
稿
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者
は
考
え
る
の
で
あ
る
。

五
、
む
す
び

　

残
念
な
が
ら
、
南
方
に
よ
る
類
似
性
に
着
目
し
た
説
話
学
が
現
代
に
引

き
継
が
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
が
国
語
教
育
の

在
り
方
に
直
接
的
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
な
か
っ
た（

（2
（

。
し
か
し
な
が
ら

南
方
の
説
話
学
は
、
人
類
が
何
故
、
各
地
域
で
類
話
を
共
有
し
て
い
る
の

か
、
人
類
に
と
っ
て
説
話
に
は
ど
の
よ
う
な
意
義
や
価
値
が
あ
る
の
か
、

と
い
っ
た
説
話
を
め
ぐ
る
本
質
的
な
問
題
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
り
、
重

要
な
視
座
を
提
供
し
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
。
こ
の
こ
と
は
、
敗
戦
前
以

来
の
「
民
族
」、「
国
民
」
と
い
っ
た
古
典
作
品
・
古
典
教
材
に
対
す
る
価

値
基
準
や
、
敗
戦
前
に
於
け
る
「
教
育
ニ
関
ス
ル
勅
語
」
に
則
し
た
「
愛

国
心
ヲ
生
育
ス
ル
ノ
資
料
」
と
し
て
の
古
典
教
材
観
か
ら
、
脱
却
を
目
指

す
上
で
、
一
つ
の
糸
口
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
ろ
う
。「
伝
統
」
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
も
、
単
に
「
日
本
国
の
伝
統
」
と
い
う
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、

「
人
類
に
と
っ
て
の
伝
統
」
と
い
う
新
た
な
捉
え
方
を
提
供
す
る
も
の
で

も
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
教
育
実
践
に
於
い
て
は
、〈
19
〉
の
先
例
に
も
あ
っ

た
よ
う
に
調
べ
物
学
習
を
通
し
て
こ
の
よ
う
な
視
座
を
提
供
す
る
と
い
う

こ
と
が
、
一
つ
の
具
体
的
な
方
法
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
古
典
教
材
の
評
価
や
価
値
基
準
の
問
題

は
、
古
典
研
究
の
動
向
と
も
深
く
関
わ
る
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
国
語
教
育
研
究
な
ら
び
に
古
典
文
学
研
究
と
い
う
専
門
の
垣

根
を
越
え
て
意
見
を
交
わ
し
つ
つ
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
再
検
討
を
試
み

て
行
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
と
稿
者
は
考
え
る
。

注（
1
）『
官
報
』
第
四
八
三
八
号
（
一
九
四
三
年
三
月
二
日
）。
な
お
、
本
稿
で
は

引
用
に
際
し
て
読
み
や
す
さ
を
期
し
て
適
宜
、
漢
字
を
現
在
通
行
の
も
の
に

改
め
た
。

（
2
）
文
部
省
・
編
『
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
元
年
三
月
）』（
大
蔵
省
印

刷
局
、
一
九
八
九
年
）。

（
3
）
日
本
文
学
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
（http://nihonbungaku.server 

-shared.com
/

）
に
現
在
も
掲
げ
ら
れ
る
「
日
本
文
学
協
会
綱
領
」（
昭
和

二（
一
九
五
〇
）

十
五
年
五
月
二
十
七
日
採
択
）に
も「
日
本
民
族
が
生
み
だ
し
た
文
化
遺
産
」

な
い
し
「
平
和
と
民
族
文
化
の
自
主
確
保
の
た
め
に
働
く
」
と
い
っ
た
文
言

が
見
え
る
（
二
〇
一
八
年
四
月
、
現
在
）。

（
4
）『
官
報
』
第
三
一
九
九
号
（
一
八
九
四
年
三
月
一
日
）。

（
5
）
鈴
木
二
千
六
『
古
典
教
育
の
史
的
展
開
─
教
育
制
度
か
ら
見
た
古
典
の
教

育
─
』（
近
代
文
藝
社
、
一
九
九
四
年
、
二
十
二
頁
）。

（
6
）『
官
報
』
第
二
二
〇
三
号
（
一
八
九
〇
年
十
月
三
十
一
日
）。

（
7
）
本
文
は
『
資
料　

文
政
審
議
会
』
第
一
集
（
明
星
大
学
出
版
部
、
一
九
八
九

年
）
に
拠
る
。

（
8
）『
官
報
』
第
四
八
五
八
号
（
一
九
四
三
年
三
月
二
十
五
日
）。

（
9
）
本
文
は
国
立
公
文
書
館
蔵
「
日
本
教
育
制
度
に
対
す
る
管
理
政
策
（
昭
和

二
十
年
十
月
二
十
二
日
連
合
国
最
高
司
令
部
よ
り
終
戦
連
絡
中
央
事
務
局
経

由
日
本
帝
国
政
府
に
対
す
る
覚
書
）」（
文
部
省
初
等
中
等
教
育
局
地
方
課
・
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作
成
／
請
求
番
号
：
昭
59
文
部00091100

）
に
拠
る
。

（
10
）『
文
部
省
発
表
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
・
昭
和
三
十
三
年
（
一
九
五
八
）

改
訂
版
』（
明
治
図
書
、
一
九
五
九
年
）。

（
11
）『
文
部
省
告
示
・
中
学
校
学
習
指
導
要
領
』（
帝
国
地
方
行
政
学
会
、

一
九
六
九
年
）。

（
12
）
文
部
省
・
編
『（
新
）
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
五
二
年
七
月
）』（
大
蔵

省
印
刷
局
、
一
九
七
七
年
）。

（
13
）
引
用
本
文
は
、
前
掲
書
（
注
（
2
））
に
拠
る
。

（
14
）
平（

二

〇

一

七

）

成
二
十
九
年
三
月
告
示
の
「
中
学
校
学
習
指
導
要
領
」
に
も
「
我
が
国

の
伝
統
と
文
化
に
対
す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ら
を
尊
重
す
る
」
と

い
う
文
言
が
見
受
け
ら
れ
る
。

（
15
）
こ
の
あ
た
り
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
キ
リ
シ
タ
ン
文
学
と
日
本
文

学
史
」『
文
学
史
の
時
空
〈
シ
リ
ー
ズ　

日
本
文
学
の
展
望
を
拓
く
・
第
四
巻
〉』

笠
間
書
院
、
二
〇
一
七
年
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
16
）T

hom
as Crofton Croker, Fairy legends and traditions of the 

south of Ireland, V
ol. I, London, John M

urray, 1825, pp.23-36.

に
基

づ
く
。

（
17
）
竹
原
威
滋
『
グ
リ
ム
童
話
と
近
代
メ
ル
ヘ
ン
』（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
〇
六

年
）。
ま
た
、
拙
稿
「【
翻
訳
紹
介
】
Ｃ
・
Ｗ
・
グ
ッ
ド
ウ
ィ
ン
「
日
本
の
伝

説
に
つ
い
て
」」（
青
山
学
院
大
学
日
文
院
生
部
会
・
編
『
緑
岡
詞
林
』
第

四
十
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
を
参
照
。

（
18
）
西
尾
光
一
執
筆
の
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
三
巻
（
岩
波
書
店
、

一
九
八
四
年
）、「
説
話
文
学
」
条
に
拠
れ
ば
「
神
話
・
伝
説
・
昔
話
・
世
間
話
・

逸
話
・
打
聞
話
・
思
出
話
・
歴
史
話
・
有
職
話
・
仏
教
話
・
詩
歌
話
・
芸
能
話
・

童
話
そ
の
他
、
口
承
・
書
承
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
、
説
話
集
な
ど
の
書
物
に

収
録
さ
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
の
「
伝
承
さ
れ
た
ハ
ナ
シ
」
で
あ
る
説
話
」
と

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。

（
19
）
高
木
敏
雄
「
日
本
神
話
学
の
建
設
」（『
帝
国
文
学
』
八
巻
十
号
─
九
巻
七

号
、
一
九
〇
二
─
一
九
〇
三
年
）。

（
20
）
こ
の
あ
た
り
の
動
向
に
つ
い
て
は
、拙
稿「
国
文
学
研
究
史
の
再
検
討

─

『
今
昔
物
語
集
』〈
再
発
見
〉
の
問
題
を
中
心
に
」（『
説
話
文
学
研
究
』
第

五
十
一
号
、
二
〇
一
六
年
八
月
）、
拙
稿
「
高
木
敏
雄
の
〈
文フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー

献
学
〉

─
近

代
日
本
に
於
け
る
〈
文フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー

献
学
〉
受
容
の
一
側
面

─
」（『
日
本
文
学
』
第

六
十
七
巻
第
二
号
、
二
〇
一
七
年
二
月
）
等
に
於
い
て
論
じ
た
。

（
21
）
山
本
康
治
「
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
お
け
る
小
学
校
国
語
教
育
へ
の
ヘ
ル

バ
ル
ト
派
教
育
学
の
影
響
に
つ
い
て
」（『
東
海
大
学
短
期
大
学
紀
要
』
第

四
七
号
、
二
〇
一
四
年
三
月
）
は
一
八
九
〇
年
代
以
降
に
日
本
の
教
育
学
界

の
中
核
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
ヨ
ハ
ン
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ヘ
ル
バ
ル
ト

（Johann Friedrich H
erbart, 1776-1841

）
の
学
派
の
教
育
学
の
影
響
を

指
摘
す
る
。
ま
た
、
芳
賀
矢
一
の
ヘ
ル
バ
ル
ト
派
教
育
学
の
受
容
に
つ
い
て

は
拙
稿
「〈
資
料
紹
介
〉
芳
賀
矢
一
「
日
本
童
話
の
淵
源
」」
青
山
学
院
大
学

文
学
部
・
編
『
紀
要
』
第
五
十
七
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
参
照
。

（
22
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
既
に
拙
稿
「
南
方
熊
楠
と
高
木
敏
雄
の
説
話
学

─
そ
の
特
徴
と
可
能
性

─
」（
南
方
熊
楠
研
究
会
・
編
『
熊
楠
研
究
』
第

十
一
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
）、
な
ら
び
に
拙
著
『
南
方
熊
楠
と
説
話
学
』（
平

凡
社
、
二
〇
一
七
年
）
に
於
い
て
論
じ
た
。
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（
23
）『
南
方
熊
楠
全
集
』
巻
二
（
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
）
に
再
録
。

（
24
）
初
出
は
『
早
稲
田
文
学
』
第
三
十
一
号
、
一
九
〇
八
年
六
月
。『
南
方
熊

楠
全
集
』
巻
三
（
平
凡
社
、
一
九
七
一
年
）
に
再
録
。

（
25
）
飯
倉
照
平
・
編
『
柳
田
国
男
・
南
方
熊
楠
往
復
書
簡
』（
平
凡
社
、一
九
七
六

年
、
九
十
九
頁
）。

（
26
）
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
怪
異
・
妖
怪
伝
承
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

（http://db.nichibun.ac.jp/ja/category/yokai.htm
l

）
な
ど
、
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
も
活
用
で
き
る
。

（
27
）〈
羽
衣
〉
伝
承
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
主
な
も
の
に
、
水
野
祐
『
羽

衣
伝
説
の
探
求
』（
産
報
、
一
九
七
七
年
）。
関
敬
吾
編
『
日
本
昔
話
大
成
』

第
二
巻
（
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）「
天
人
女
房
」
条
、
稲
田
浩
二
責
任
編

集
『
日
本
昔
話
通
観
・
研
究
篇
二
・
日
本
昔
話
と
古
典
』（
同
胞
舎
、

一
九
九
八
年
）
二
二
一
「
天
人
女
房
」
条
、
篠
田
知
和
基
「「
天
人
女
房
」
と

世
界
の
類
話
」（『
広
島
国
際
研
究
』
十
三
号
、
二
〇
〇
七
年
十
一
月
）
な
ど

が
あ
る
。

（
28
）
異
な
っ
た
地
域
や
共
同
体
の
間
の
説
話
に
認
め
ら
れ
る
類
似
性
に
着
目
し

て
、
説
話
を
教
科
書
に
採
用
し
た
例
は
敗
戦
前
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え

ば
朝
鮮
総
督
府
の
第
一
期
（
一
九
一
二
─
一
九
一
五
）・
初
等
教
育
用
教
科
書

『
普
通
学
校
国
語
読
本
』
編
纂
に
際
し
て
編
集
課
長
を
務
め
た
小
田
省
吾
は
編

纂
の
要
旨
と
し
て
「
本
書
に
掲
ぐ
べ
き
歴
史
教
材
に
於
て
、
内
地
朝
鮮
間
の

親
密
な
る
関
係
を
示
す
に
足
る
古
来
の
伝
説
史
話
は
多
く
之
を
選
み
、
国
民

的
思
情
の
養
成
を
助
く
る
こ
と
に
務
め
、
近
世
に
於
け
る
我
が
国
力
発
展
の

事
実
並
に
日
韓
併
合
の
次
第
は
何
れ
も
之
を
記
述
せ
り
。」（「
朝
鮮
総
督
府
編

纂
教
科
書
概
要
」（『
朝
鮮
総
督
府
編
纂
教
科
書
概
要
』
朝
鮮
総
督
府
、

一
九
一
七
年
七
月
））
と
述
べ
る
。
こ
う
し
た
例
に
つ
い
て
は
、
人
類
学
的
な

志
向
の
南
方
の
説
話
学
と
の
親
近
性
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
同
化
政
策
と

の
関
連
性
を
見
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
敗
戦
前
の
例
に
つ
い
て
は
こ
の
点
、

注
意
を
要
す
る
。
な
お
、
植
民
地
期
の
朝
鮮
半
島
の
日
本
語
教
科
書
に
於
け

る
説
話
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
金
廣
植
『
植
民
地
期
に
お
け
る
日
本
語
朝

鮮
説
話
集
の
研
究　

帝
国
日
本
の
「
学
知
」
と
朝
鮮
民
俗
学
』（
勉
誠
出
版
、

二
〇
一
四
年
）、
参
照
。

【
付
記
】
本
稿
は
、第
三
十
七
回
・
研
究
発
表
大
会
〔
国
語
教
育
部
門
〕（
二
〇
一
七

年
七
月
二
日
、
於
・
新
潟
大
学
）
で
の
口
頭
発
表
を
も
と
に
成
稿
し
た
。
席
上
、

御
意
見
を
下
さ
っ
た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

�

（
す
ぎ
や
ま
・
か
ず
や
／
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


